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３４日間の夏休みが終わり、元気な子供たちが学校に戻ってきました。26日の朝、職員室に、こんな会話が聞こえてきました。「ねえ、〇〇くんて自由研究やった？」「うん。」「わたしもやった♪」今年の夏休みも新型コロナウイルス感染症が広がり、それぞれの御家庭でも不自由さを感じられたことと思いますが、子供たちが学校に来て、友だちと会えるのを楽しみにして今日の日を迎えられたことを、たいへん嬉しくおもいます。
80日間の２学期、運動会、たんぽぽ観劇、６年生の修学旅行、５年生の観音山など学校行事や、各学年の行事が充実する時期です。コロナ対策を確実に行いながら、どの子も、自分の目標に向かって挑戦し、力を発揮し自信をつけ、心も体もぐんぐん成長していけるよう、教職員全体で支えていきたいと思います。これまでと同様に、学校への御理解と御協力をお願いいたします。
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新型コロナウイルスの第７波の流行の最中、感染予防対策のため、始業式は各教室にて画面越しの式となりました。ただし、国から示されている行動規制はレベル２のままですので、しばらくはこの感染状況は続くと考えた方がよさそうです。そこで、本校では、通常の教育活動を行いながらも、特に次の２点について力を入れ対応していきたいと考えます。
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⑴　児童の体調の把握と早めの対応について

もはや、知らないうちに感染している場合がほとんどです。そこで、まず、発熱等のかぜ症状が見られないか、朝の健康観察をしっかりと行います。低学年では、健康観察に時間を要しますので、現在、地区の民生委員の皆さん等に朝の健康観察のボランティアを募っているところです。登校後、お子さんの体調によっては、急なお迎えをお願いすることもあるかもしれません。御協力をお願いいたします。

⑵　教室での感染予防対策の一層の徹底について

今まで以上に『換気』・『うがい・手洗い・消毒』の徹底をします。『うがい・手洗い・消毒』については、登校時・給食の前に加え、特別教室を利用した後、体育の授業後、午前中の途中には、必ず『うがい・手洗い・消毒』を行います。

以上が、現段階でのできる限りの対応ですが、今後の感染の拡大状況によっては、教育活動自体の変更も検討していく必要もあるかもしれません。今後も、御理解と御協力をお願いいたします。

　始業式では、校長から子供たちに、「心の成長・心の強さ」にかかわる話をしました。2学期に計画されている学習の場や学校行事など、日々の小さな挑戦が一つ一つの自信となり、心を強くし、成長につながる・・・子供たちへの期待を込めた話です。　※省略あり
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学校だより　　NO,6


磐田市立富士見小学校


令和４年月8日30日





【お願い】コロナ禍の中での２学期の開始にあたって





児童の体調の把握と早めの対応　　　（２）教室での感染予防対策の一層の徹底


・朝の健康観察　　　　　　　　　　　　　　　・ 教室の『換気』(入口出口の15CMの換気)


・個々の『うがい・手洗い・消毒』の徹底　　　・ 体調不調時の対応





富士見小ができた43年前に植えられた「メタセコイヤ」という木。ぐんぐん成長して今では、20ｍ近くになっています。とにかく真っすぐに上に伸び、病気にかかりにくく、太い枝が切られても自分で傷口をふさぐ力があるそうです。きっと、富士見小の子供たちもこのメタセコイヤの木のように真っすぐに強く成長してほしいとい願いをもって植えられたのだと思います。枝が折れても自分で傷をふさげるなんで、最強ですよね。


何があってもびくともしない、こんな強さもありだと思いますが、校長先生は、次のような強さもありだと思っています。











竹です。


え～。「なよなよしていて、強いとは思えない。」「少しの風がふいても、すぐ揺れるじゃん…。」と思うかもしれません。でも、竹は、どんなつい良い風が、どんなに強い雨が来ても、必ず元の形に戻りますよね。これも、立派な強さです。


むしろ、いろいろな予測できないようなことがたくさん起こってきている今の時代には、このような強さが大切なのではないかと思います。














“揺れても、元に戻る強さ”　これを日頃のみなさんのことで考えてみましょう。


揺れるとは何かに悩んだり、心配したりすることだと考えられます。


例えば、「傷つきやすくちょっとしたことでへこんでしまう。」「いやなことがあるとくよくよして引きずりやすい」「失敗するのがこわくて積極的になれない」「人の目や言葉が気になりすぎる」などの状態のことです。心が弱っている状態だと言ってよいでしょう。





でも、どんな人でも傷つかない人なんていません。いやなことがあったら、誰でもくよくよするのです。失敗するのは誰でも怖いのです。人の目や言葉が気にならない人なんていません。何かをやろうと決めて、100％その通りにできる人なんていません。大切なのは、気分がしずんだとき、心が弱くなったときに、いっそう、気分を悪くしてしまうか。それともニコニコにならないまでも普通に戻れるかなのです。


始めにお話しした竹の強さのように、竹はしなってもおれません。必ず、もとの形に戻ります。


この強さを身に付けられれば、これからの皆さんの長い人生、とても生きやすくなっていくことは間違いありません。何かあった時、自分に直した方が良いことがある場合は、直したうえで、少しずつ戻っていけばよいです。そして、慌ててすぐに戻る必要もありません。１日かけても、２日かけても、１週間かかっても、もとの気持ちに戻ればいいです。


・・・元に戻る力は、１学期に会礼でお話した「心を強くするために必要なこと」を思い出してください。・・・


　ぜひ、今までの自分から一歩でも半歩でも挑戦できる学期にしてほしいと思います。











　新学期スタートの朝の各教室の黒板には、担任から子供たちへのメッセージが書かれています。左のメッセージがあった６年生の教室では、子供たちが、背筋をピンと伸ばし、始業式の校長の話を真剣に聴いていました。


　担任の想いを素直な気持ちで受け止め、今の精一杯を表現する子供たちに、富士見っ子は素敵な！と嬉しくなりました。











